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福井県流域環境ネットワーク協議会の構成について

福井県流域環境ネットワーク協議会

目 的：人とコウノトリ等の水辺の生き物が共生できる持続可能な地域づくりのため、自然再生
団体や行政等が連携し、河道内の河川環境とその周辺地域の田んぼなどにおいて、九頭
竜川流域が一体となって総合的な自然再生の推進を図ることを目的とする。

事務局：福井県自然環境課、河川課
近畿地方整備局 福井河川国道事務所

福井県流域環境ネットワーク協議会

● 目 的：全体方針の検討、推進状況の確認

● 事務局：福井県 自然環境課、河川課
近畿地方整備局 福井河川国道事務所

河道技術部会

● 検討事項：湿地創出に資する河川改修のための河道断面
の検討等

● 事務局 ：近畿地方整備局 福井河川国道事務所
福井県 河川課

里川連環部会

● 検討事項：流域内の河川やその周辺の水田をつなぐ水路等
のネットワーク形成や水辺の生き物の保全、再
生に必要な環境整備の推進方策等

● 事務局 ：福井県 自然環境課
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福井県流域環境ネットワーク協議会の構成について

里川連環部会

目 的：福井県における自然再生のシンボルであるコウノトリの定着を目指し、環境団体、
農業者、地域、行政等の各種主体が実施する本県の自然再生活動の効果的・
効率的な推進を図ることを目的とする。

検討事項：流域内の河川やその周辺の水田をつなぐ水路等のネットワーク形成や水辺の
生き物の保全、再生に必要な環境整備の推進方策等

事 務 局：福井県 自然環境課

構 成 員 ：魚類生態の専門家、行政（福井県、福井市、坂井市、鯖江市、越前市）および
自然再生団体、農業者等



3

福井県流域環境ネットワーク協議会の構成について

河道技術部会

目 的：福井県における自然再生のシンボルであるコウノトリの定着を支援するため、
直轄管理区間、県管理区間の河川区域を対象に湿地創出に資する河川改修を推進
することを目的とする

検討事項：湿地創出に資する河川改修のための河道断面の検討等

事務局：近畿地方整備局 福井河川国道事務所
福井県 河川課

検討イメージ

河道技術部会

氏名 所属

有識者 水環境学 奥村 充司 国立福井工業高等専門学校 環境都市工学科 准教授

河川工学 萱場 祐一 国立研究開発法人土木研究所 自然共生研究センター センター長

水域生態学 佐川 志朗 兵庫県立大学大学院 准教授、兵庫県立コウノトリの郷公園 主任研究員

魚類生理生態学 田原 大輔 福井県立大学 海洋生物資源学部 准教授

環境熱・水理学 福原 輝幸 福井大学大学院 工学研究科 教授

鳥類学 松村 俊幸 福井県自然保護センター 所長

植物学 吉岡 俊人 福井県立大学 生物資源学部 教授

構成（分野）

構成員

（五十音順、敬称略）


